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環境からはいる感覚情報 

 

 

 

深 部 感 覚 

筋･腱･骨膜 

 特  殊   感  覚 

内耳(前庭覚)  目･耳･舌･鼻 

皮 膚 感 覚 

皮膚・粘膜 
内臓感覚 

内部情報 

人･物 

道  具 

素  材 

外部環境 

今の自分の状態と自分が置
かれている環境，向き合ってい
る対象，すべての情報は身体
を通して得られる 

今自分がどのような状況にあ
るかを判断する尺度は，すべ
て身体を通して体験蓄積さ
れた一次情報と見聞きした二
次情報 

知覚の 

カテゴリー化 

判る・行う すべて身体と神経系を通して 
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 ひとが生きるために必要な外界と自己の状況の判断 

 は、身体が得た情報を神経系が脳に伝え、知覚・認 

 知し、それに伴う行動は神経系により身体に指令され 

 実行される 

神経科学とは何か 

神経・神経系の概要 

リハビリテーションの基本 

障害のとらえ方 

心身の統合の喪失と治療機序 

音･音楽と脳の関係 

音･音楽とリハビリテーション 

 まず、神経科学とは何を指すのでしょう？神経や神経系の概要を含 

 めて基本事項を押さえておきましょう   
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神経科学は、神経・神経系（nerve・nervous system）の構造、機能、
発達、遺伝学、生化学、生理学、薬理学および病理学などに関する
研究を行う自然科学（近年さらにその境界は拡がっている） 

神経科学(neuroscience)とは何か 

神経細胞や構成する物質組成・動態から、思考中の脳内活動の可
視化などの解明を基盤に、人間がどのように自分自身の状態や自分
がおかれている環境や対象との関係を感覚・知覚・認知するか、そして
どのように反応するかを研究 

神経の分類 

    中枢神経‥脳と脊髄→末梢神経を統括 
 構造 
    末梢神経‥脳神経・脊髄神経・自律神経 
 
    運動神経‥筋の動きを指令する遠心性神経 

 機能 感覚神経‥身体や内臓の感覚を脳に伝える求心性神経 

    自律神経‥不随意機能の制御  

    中枢神経分類    末梢神経分類 

神経(neuron)と神経系(nervous system) 

核 

樹状突起 

ミエリン鞘 

シュワン細胞 

軸索末端 

細胞体 
軸索 

ランヴィエ絞輪 

脳 

脊髄 

脳神経 

脊髄神経 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/bc/Neuron_Hand-tuned.svg
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後期哺乳類の脳 

（理性脳） 

 

前期哺乳類の脳 

（情動脳） 

 

 

爬虫類の脳(脳幹) 

（反射脳） 

 

脊髄 

   大脳新皮質      （精神活動の統括） 

   大脳旧皮質       （状況の判断） 

   小脳      （姿勢の調節と平衡機能） 

   視床        （情報の中枢センター） 

   視床下部      (性欲，食欲，体温調節） 

  中脳      （歩行，姿勢，運動の微調整） 

   橋       （全身の筋肉運動の調整） 

   延髄   （呼吸，血液循環，消化系の中枢）  

脳の階層構造と系統的発生 

脳は系統発生を階層構造 
としてもっている 

  大脳辺縁系       （本能的感情，記憶） 

   大脳基底核  （運動，表情，態度の調節） 

 
 
 
 

 頭頂葉 

 
 
 

 
 

      
      
 
 

ウェルニッケ野 
(感覚性言語野) 

一次性体制感覚野 

 

小脳 
 
 

 頭頂葉 

 前頭葉 

側頭葉 

一次運動野 
 

視覚野 後頭葉 

      
     脳幹 
 
 

ブローカ運動野 
(運動性言語野) 

 中心溝 

頭頂後頭溝 

外側溝 

頭頂連合野 運動連合野 

前頭葉前野 

前 後 

脳の外観と機能局在 
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Penfield により解明，運動野のホムンクルス(ラテン
語の小人)と呼ばれ，運動野の細胞が占める領域
で人の形を作ると図のようになる．一次体性感覚野
は中心溝を挟んで一次運動野と向き合う 

Penfield WG 

運動野と感覚野 ヒトの脳に 

住んでる 

ホムンクルス 

だよ．よろしく 

一次体性感覚野 
 Primary somatic sensory cortex 

一次運動野     

 Primary motor cortex 

前庭覚 ： 頭の動きを探知し，視覚情報とともに頭部・体幹・四肢の動きを調整する情報 
固有覚 ： 自己の運動による位置，動き，力・重さの情報から身体の運動や空間における身体部 
     位の位置（姿勢）と変化（動き）を知る，前庭覚とともに運動を監視し統制する情報 
触覚  ： 環境との物理的な接触による情報 
視覚  ： 前庭覚，固有覚などとともに空間における身体の運動や位置を知る外的環境の情報 
                             （＊印は通常五感といわれるもの） 

感覚の種類と機能 

 体性感覚 

(脊髄連絡） 
 

 

 
 

 内臓感覚 

(内臓連絡） 
 
 

 

 

 特殊感覚 

(脳神経連絡) 

感 覚 

皮膚，粘膜 
 

 
 

 

筋，腱，骨膜 
 

 

 

内臓 
 

舌 

鼻 

内耳 
 

 

耳 

目 

皮膚感覚 
 
 

 
 

 

深部感覚 
 
 

内臓痛覚 

臓器感覚（飢餓，渇き，吐き気，便意，尿意，性欲など）  
 

味覚＊ 

嗅覚＊ 

前庭覚 （平衡感覚というときは前庭感覚のほか，視覚，    

    皮膚感覚，深部感覚などが総合されたもの） 
 

聴覚＊ 

視覚＊ 

触覚 
圧覚 
温覚，冷覚 
皮膚痛覚 
 

振動感覚（独立感覚ではない） 
運動感覚 
固有覚（位置覚） 
深部痛覚 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/2c/Motor_homunculus-ja.png
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b6/Wilder_Penfield.jpg
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集中力 自尊心 自己制御 自信 学習能力 抽象的思考 etc. 

 言語機能   目と手の協調性   視空間知覚の発達        

 聴 覚   前 庭 覚   固 有 覚  触 覚  味 覚  嗅 覚  視 覚 

姿勢の調整 筋緊張 

眼球運動制御 

身体図式の形成 両側の協調 運動企画  

皮膚感覚の基礎情報 
 
ひびき 
 
リズム 

 

 

 

6Y 

 

 

 

 

 

3Y 

 

        

 

 

 

1Y 

 

2M 

 

   きく      ささえる うごく    ふれる･すう･あじわう･におう   みる 

統合認知機能 

目的的活動 

情緒的安定 
注意の持続 

安心感 

脳幹レベル 

大脳辺縁系 

大脳新皮質 

(Ayres,1979;Yamane改変) 

統合認知機能と感覚の発達 

  

 類義語ルネサンス（re- 再び + naissance 誕生）  

re-          ふたたび 

habilitation    適した状態にする 

 

 

 ① 復職，復権，名誉回復 

 ② よい状態に戻す 

 ③ 心身の健康状態を回復する  

      

 人間としての権利や尊厳の復権 

リハビリテーションの語源 
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 リハビリテーションとは何を指しているのか 

 職種によっては、まだとらえ方が異なっています 

 現在のリハビリテーションとは？   

 現在のリハビリテーションは 

 生活機能(心身の機能構造、活動、参加）の障害 

 すべてを包括し環境調整まで含めた領域を対象とし 

 急性期のQOLから緩和期のQODまで視野に入れたかかわりが必要   

  

    意外に知られていないリハビリテーション 

      領 域         対 象 
 

社会的リハビリテーション      

 

職業的リハビリテーション      

教育的リハビリテーション      
 

医学的リハビリテーション      
 

  リハビリテーション医学       

リハビリテーションの領域と対象 

経済的・社会的困難 

 

就労に必要な能力障害 

心身の発達的障害 

心身機能障害 

身体の運動機能障害 
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4C ： Cure → Care → Cope → Cooperate 

生活リハ 

専門的介入 

自 然 

保 健 

養 生 

療 養 

治 療  

日々の暮らしをリハビリテーションに 

 専門的介入による医学的リハビリテーションは 

 早期に短期間で効率よく 

 日々に暮らしの中で生活することがリハビリテーションに   

活動 参加 

International Classification of Functioning, Disability and Health；WHO 2001 

健康状態/変調・疾病 

心身機能 
身体構造 

medical model  医学モデル 

social model     社会モデル 

bio-psycho-social model 

生物心理社会的モデル 

生活機能 

背景因子 個人因子 環境因子 

人の健康状態を生活機能と背景因子の相互性で捉える 

国際生活機能分類：ICF 
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活動 参加 

International Classification of Functioning, Disability and Health；WHO 2001 

健康状態/変調・疾病 

medical model  医学モデル 

social model     社会モデル 

bio-psycho-social model 

生物心理社会的モデル 

活動 
向上 

心身機能 
維持･改善 

リハビリテーション 

治
療 

活動的で生きがいのある生活 

参加 
促進 

個人因子 環境因子 良環境 主体性 

人の健康状態を生活機能と背景因子の相互性で捉える 

国際生活機能分類：ICF 

３要素：生活機能の構成要素 

 心身機能と構造 
  身体系の生理的・心理的機能 

  器官・肢体と構成部分   

 活動 
  課題または行為の個人による遂行     

 参加 
  日常生活・社会生活への参加の意志と関与が前提 
 

２因子：背景因子の構成要素 

 環境因子 
  物的・社会的環境，人々の態度など  

 個人因子 
  個人の人生や生活の特別な背景 

心身機能・構造 

Body Functions 

             ＆ Structures 

健康状況 

 Health Condition 

 活 動 

Activities 
参 加 

Participation 

環境因子 

Environmental Factors 

個人因子 

Personal Factors 

   

促進因子と阻害因子
がある 

状態をとらえる 

できる活動 
している活動 

ICFの3要素、2因子 
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活 動 参 加 

健康状態/変調・疾病 

心身機能･身体構造 
生活 
機能 

背景 
因子 

個人因子 環境因子 

基本能力 
 

・病状の軽減 
・感覚運動機能の向上 
・精神認知機能の向上 
 （記憶・注意・集中力etc） 
・情動の安定 

応用能力 
 

・ADL機能 ・IADL機能 
・コミュニケーション技能 
・楽しむ体験 
・役割行動の習慣化 
・対人交流 
・社会適応技能 

適応能力 
 

・日常生活の自律 
・人との交流 
・集団への参加 
・社会生活への取り組み 
・その他 

 環境の調整  
（人的・物的等） 

個別性・主体性 
（職業・役割・趣味等） 

病を治すから病いを生きる主体性 
QODを考える生き方 

障害のとらえ方 

活 動 参 加 

健康状態/変調・疾病 

心身機能･身体構造 
生活 
機能 

個人因子 環境因子 

治るものは治す 
治らないものは悪化防止 

ひととなり 
どう生きて何を失ったか 

何ができないかよりどうすればできるか 
できないことをできないままにしない 

環境をいかによいものに
するか 

 障害は心身の機能の障害と 

 それに起因する活動の制限、参加の制約など生活機能の障害 

 それらは個人固有のものではなく 

 環境（物理的、人的、制度など）や生活歴などとの相互作用 

障害のとらえ方 
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          中枢神経の障害 
  

  神経系の障害          脳神経障害 

          末梢神経の障害 脊髄神経障害 

                  自律神経障害 
 

          筋骨格系の障害 

  身体構造の障害  呼吸器・循環器系の障害 

          消化器系の障害 

心身機能・構造 

Body Functions 

             ＆ Structures 

健康状況 

 Health Condition 

 活 動 

Activities 
参 加 

Participation 

環境因子 

Environmental Factors 

個人因子 

Personal Factors 

心身機能・構造の障害 

治るものは治す 
治らないものは悪化防止 

              ADLの障害 
  生活維持活動の制限      
            IADLの障害 
 

  コミュニケーションに関する障害 

  対人関係技能に関する支障 

  作業遂行に関する支障 

  移動や社会資源の利用に関する制限 

  その他の活動の制限 

心身機能・構造 

Body Functions 

             ＆ Structures 

健康状況 

 Health Condition 

 活 動 

Activities 
参 加 

Participation 

環境因子 

Environmental Factors 

個人因子 

Personal Factors 

  

活動の制限 

何ができないかより 
どうすればできるか 
できないことをできないままにしない 
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  家庭生活 

  コミュニティライフ 

  市民生活 

  社会生活 

  就労・復職 

  修学・復学 

  その他社会活動 

心身機能・構造 

Body Functions 

             ＆ Structures 

健康状況 

 Health Condition 

 活 動 

Activities 
参 加 

Participation 

環境因子 

Environmental Factors 

個人因子 

Personal Factors 

参加の制約 

日常生活・社会生活への
関与に対する制約 

 

心身の機能の障害 

 

 

 

日常生活の制限   

 

 

参加の制約 

治るものは治す  治療 

少なくする    減少 

大きくしない    防止   

 

代わりを工夫   代替 

道具を用いる  補助 

人を用いる   援助 

 

環境を変える     調整 

制度の利用   選択 

生活機能障害とリハビリテーション 
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神経科学とは何か 

神経・神経系の概要 

リハビリテーションの基本 

障害のとらえ方 

心身の統合の喪失と治療機序 

音･音楽と脳の関係 

音･音楽とリハビリテーション 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は 

た
だ 

一
つ
の
身
体
を
も
っ
て
生
ま
れ 

た
だ 

一
つ
の
身
体
と
し
て
或
る 

 
  そ

の
身
体
を
通
し
て 

世
界
と
向
き
合
い 

世
界
を
知
り 

私
を
知
る 

  そ
の
身
体
を
通
し
て 

私
と
世
界
と
の
関
係
を
知
り 

な
す
べ
き
こ
と
を
判
断
し 

自
分
の
思
い
を
他
者
に
伝
え 

そ
の
思
い
を
実
現
す
る 

病
い
や
事
故
は 

自
己
と
身
体
の 

乖
離
を
引
き
起
こ
し 

生
活
に
支
障
を
き
た
す 

 

自
分
の
思
い
を
他
者
に
伝
え 

そ
の
思
い
を
実
現
す
る 

そ
の
す
べ
て
は 

だ
れ
の
も
の
で
も
な
い 

私
と
い
う 

た
だ
一
つ
の
身
体
を
通
し
て
成
り
た
つ 

私
と
い
う 

身
体
を
通
し
て
し
か
成
り
た
た
な
い 

 

私
が
或
る
と
い
う
こ
と 

そ
れ
は 

私
と
い
う
身
体
を 

私
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と 
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人は環境との相互作用により，より適応的に反応する 

環 境 
感覚 

Sensation 

 出力 
 
 
作業遂行 

過去の経験 

認知 
cognition 

知覚 
perception 

ひと 

感覚・知覚・認知・反応 

脳幹 
視床下部 
自律神経中枢 

人･物 
道  具 
素  材 

外部情報 
脳（中枢神経系） 

外部環境 

内部情報 

(フィードバック) 

(作業活動の環境への影響) 

身体図式 

皮膚感覚 
特殊感覚 

(除前庭覚) 
知覚のカテゴリー化 
運動企画 
フィードフォワード 

一次皮質 
  

二次皮質 

内臓感覚 
（内蔵情報） 

外 界 内 界 

身体 

前庭覚 
深部感覚 

（自己情報） 

中隔･扁桃体 
海馬 

自分の状態や自分が置かれている状況を知る仕組み 
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末梢神経，筋，骨の疾患・障害による運動障害 

末梢神経の疾患・障害による感覚入力の異常 
 
           麻痺 

           不随意運動 

           失行症 
中枢神経障害による      
           完全麻痺や身体失認 
           半側空間無視 
           幻視や幻聴 
 
幻肢などにみられる身体に関する知覚の障害 

摂食障害などにみられる身体に関する認知の障害 

感覚に対する認知の障害，心因性の感覚障害 

解離症状（精神症状）による離人性障害など 

転換症状（身体症状）による身体表現性障害など 

精神疾患にともなう幻視や幻聴 

器 
質 
性 
 
 
 
 
 
 
機 
能 
性 

    要 因 
 
 
神経筋骨格系の障害 

 
 
 
 
 
 
 

中枢神経系の障害・異常 

障害の例 

器質性の障害。機能性障害の例 

身体と現象 

 身体が思うように動かない 

 身体の動きがわからない 
 
 身体が思うように動かない 

 身体が思いとは異なる動きをする 

 身体が誤った動きをする 

 実在を無視される身体 

 実在するものを無視する身体 

 実在しないものを見聞きする身体 
 
 存るはずがない身体の存在を感じる 

 現実の身体とは異なる身体像をもつ 

 感覚情報が適切に入力されない 

 自分に実感がない 

 身体が心の声を語る 

 実在しないものを見聞きする身体 

器 
質 
性 
 
 
 
 
 
 
機 
能 
性 

          運動障害 
神経筋骨格系障害 
          感覚入力の異常 
 
          麻痺 

          不随意運動 

          失行症 
中枢神経障害      
          完全麻痺･身体失認 
          半側空間無視 

          幻視や幻聴 
 
幻肢など身体に関する知覚の障害 

摂食障害など身体に関する認知の障害 

感覚認知の障害，心因性の感覚障害 

解離症状による離人性障害など 

転換症状による身体表現性障害など 

精神疾患にともなう幻視や幻聴 

障害の例 

器質性の障害。機能性障害の例 
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ウェルニッケ野 

 (感覚性言語野) 
Wernicke’s  area 

一次視覚動野 
 Primary visual cortex 

 

 一次聴覚野      

  Primary auditory cortex 

頭頂葉の損傷 
 半側空間無視（右半球頭頂葉） 
 半側身体失認（劣位半球（通常右）の障害） 
 視空間失認（右頭頂葉～後頭葉の障害） 
 観念失行（左半球の頭頂葉の障害） 
 観念運動失行（左半球の頭頂葉の障害） 
 着衣失行（右側頭頂葉～後頭葉の障害） 
 構成失行（左側頭頂葉～後頭葉の障害） 

前頭葉の損傷 
 認知面 
  記憶障害 
  計画とその遂行の障害 
  問題解決や判断の障害 
  注意障害（右半球） 
  運動性失語 
 情動面 
  自発性低下 
  脱抑制 
  抑うつ 
  感情コントロール不良 
  幼児化 

側頭葉の損傷 

 色彩失認（左側側頭葉の障害） 

 聴覚失認（両側側頭葉横回の障害) 

 感覚性失語（左側頭葉の障害） 

 言語抑制の障害（側頭葉内側の障害） 

 記憶障害（側頭葉内側, 前脳基底部,  

  間脳の障害） 

後頭葉の損傷 

 皮質性視覚障害 

 相貌失認（左後頭葉側面の障害） 

 視覚物体失認（右頭頂～後頭葉の障害） 

 地誌的障害（側頭葉から後頭葉） 

 前運動野          

  Premotor cortex 

ブローカー野 

(運動性言語野) 
Broca’s  area 

一次運動野 
 Primary motor cortex 

＊前頭前野の損傷 
 行動の管理･遂行, 思考の   
 組織化・構造化の障害 

一次体性感覚野 
 Primary somatic sensory cortex 

脳の損傷部位と障害 

 感覚の遮断＝身体情報が絶たれたとき脳は 

切断で手が失われたとしても 
脳の機能地図はそのまま 

・切断面の神経腫の刺激で判断 
・近隣の刺激や雑刺激から判断 
・脳が情報を創る 

幻肢、幻肢痛 

ニューロンネットワークの可塑性 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/2a/Gray726_postcentral_gyrus.png
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神経心理学レベルから生活にいたる，作業を介した心身の機

能，活動と参加に関する生活機能の再学習 

 身体図式や脳地図の修正 

 感覚情報の入力システム・知覚認知機能の改善 

 ニューラルネットワークの強化・形成 

身体との関係性の回復 

回復した心身の統合機能をもちいた 
生活の再建，社会参加の促進 

作業療法の治療器序 

   作業遂行                物･人･自然          道具・素材 

身体(作業) 外界(環境) 

     内部情報  外部情報  

脳幹･視床下部･自律神経中枢 一次皮質・二次皮質 

身体との関係性の回復 

生活との関係性の回復 
活動の拡大 

参加の広がり 作業－生活機能モデル 

知覚のカテゴリー化 
運動企画 → フィードフォワード 

  

感覚･運動機能の改善   
 

感覚･知覚機能の賦活 
身体図式の修正 
脳地図の修正 
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  作業遂行          物･人･自然          道具･素材 

身体(作業) 外界(環
境) 

内部情報 
内蔵情報  作業活動にともなう自己情報 

 
 
 

外部情報 
環境からはいる感覚情報 

 
 
 

深 部 感 覚 
筋･腱･骨膜 

 特  殊   感  覚 
内耳(前庭覚) 目･耳･舌･鼻 

皮 膚 感 覚 
皮膚・粘膜 

脳幹･視床下部･自律神経中枢 各感覚の一次･二次皮質 

知覚のカテゴリー化：自己情報と外界情報の相関(中核･扁桃体･海馬など) 

身体との関係性の回復 

生活との関係性の回復 

フィードバック 

活動の拡大 

参加の広がり 
作業－生活機能モデル 

内臓感覚 

身体の目的的使用 

対処行動の判断 運動企画 

フィードフォワード機能（脳内の試行） 

  

 感覚･運動機能の改善 
 

 感覚･知覚機能の賦活 
 身体図式の修正 
 脳地図の修正 

特性 
 

役割 

 
 

 

機能 

 
 

手段 

領域 

対象の状態とニーズに応じて組み替えるシステムプログラム 
 

生活機能評価（心身機能, 活動状態, 生活環境, 他） 

生活支援機能（機能障害の軽減，リハレディネス，生活技能の学習汎化 

       リカバリー支援，他） 
 

ことばと作業により脳機能を糺す 

具体的な目的行動・体験による自己認識と行動変容 
 

生活行為, 創作表現活動, 身体活動, 他 

医療，保健，福祉，教育，就労，他 

  ストレングスモデルに基づき  具体的な生活行為を通して 
  個々の生活機能を評価し   
  訓練・指導・環境調整により  生活全体をマネジメントします 

作業療法というかかわり 



2014/2/24 

19 

五
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を
開
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五
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操
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と
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け
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神経科学とは何か 

神経・神経系の概要 

リハビリテーションの基本 

障害のとらえ方 

心身の統合の喪失と治療機序 

音･音楽と脳の関係 

音･音楽とリハビリテーション 
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（森岡周・他脳を学ぶ3より） 

大脳皮質と視床，脳幹
を結びつけている神経核 
運動調節、リズム形成、
認知機能、感情、動機
づけ、学習などに関係 

抑制性ニューロンの神
経伝達物質 
興奮を抑え安定させる 
不要な運動の制御 

運動機能・意志
決定に関与 

注意や正確な制御を必
要とする随意運動過程
（歩行の開始や停止･
障害物を避ける動作) 

随意運動に随伴する自
動運動過程（歩行リズ
ム・筋緊張） 

  

 

 音を聞く仕組み 

耳介 

集音機能と音源定位 

中耳 

鼓膜、つち骨、きぬた骨、あぶみ骨の3つの耳小骨
からなる変圧器の役割を果たす。 

空気振動が内耳のリンパ液に伝わる際圧力が約
22倍に上昇。 

内耳 

蝸牛、半規管、前庭からなる。 

あぶみ骨の振動でリンパ液振動、内有毛細
胞の不動毛を変形させ電気信号に変換 
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ウェルニッケ野  
Wernicke's area 

ブローカ野 Broca's area 
縁上回supramarginal gyrus 

角回 angular gyrus 

聴覚野 
Auditory cortex 

耳介 
pinna 

耳小骨 
Ossicles 

蝸牛 
cochlea 

内耳神経 

蝸牛神経核 

上オリーブ核 

外側毛帯, 下丘 
内側膝状体 

聴覚皮質 

 

・ 蝸牛からの神経インパルスは背側と腹側の蝸  
 牛神経核に伝えられる．ここでシナプスを変え， 
 大部分は対側の上オリーブ核へ伝達． 
 
・ ３次ニューロンはここから外側毛帯を通り下丘 
 に到達 
 
・ 上オリーブ核，外側毛帯核，下丘野核は，左 
 右連絡 
 
・ ４次ニューロンは内側膝状体に入り、５次 
 ニューロンで皮質の聴覚野に情報を伝達 
 
・ 聴覚の一部の繊維は脳幹網様体に連絡し， 
 大きな音などに反応して脳を賦活化 
 他の繊維は小脳へ連絡 
 

生命維持
に関連 

体性感覚や視覚からも入
力を受け，扁桃体に投射．
音と情動・記憶に関連？ 

知覚と運動機能の統合、
平衡・筋緊張・随意筋運
動を調節 
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リズム 
メロディー 
ハーモニー 

テンポ 
etc. 

音・音楽の要素 

初期には独立的 
に処理 

統合され 
全体の認知 

情動反応↑↑ 

両側の島 小脳 右中脳 視床 前帯状回 
眼窩前頭皮質 服側線条帯 血流↑↑ 
 
両側扁桃体 前楔小葉 左海馬 前頭前野 血流↓↓ 

情動 記憶 

感覚中継 
身体反応 選択的注意 主観的感情 

行動計画 
状況・価値判断 

感覚マップ 認知行動 

知覚と 
運動機能 

運動機能 

身体反応↑↑ 視床 →（高次の認知処理）→ 辺縁系 → 視床下部 

情動，意欲，記憶 
自律神経作用 

自律機能 

音や音楽は皮質下レベルの基本機能から情動、運動動作行為、認
知といった皮質レベルまで、ひとのありようすべてに関連する。 
その生理的意味、社会的意味、個人的意味が音楽を療法としても
ちいる根拠 

音・音楽の認知 

リズム 
メロディー 
ハーモニー 

テンポ 
etc. 

音・音楽の要素 

初期には独立的 
に処理 

統合され 
全体の認知 

音楽鑑賞と脳 

音楽に関する情報は脳全体で処理 
 
 ハーモニー：ブローカ野が関与 
 リズム  ：聴覚野＋（運動前野，大脳基底核，小脳） 
 メロディ ：二次聴覚野 
 ピッチ音色：一次聴覚野 
 和音   ：右前頭眼窩野   
 拍子   ：右脳 
 リズムの規則性：左脳 

感覚情報の統合、強化子の感情価の
表現、意思決定や期待に関連 

言語の文法処理に
関連する部位 身体の動きに関連

する部位 

ハーモニー、メロディ、リズム
のパターンの処理位 

音高や音量など音
楽の基本的な同定 

音楽の教育・訓練は音楽以外の脳機能も向上させるため、「モー
ツアルト効果｣がブームになった(Rauscher FH,Nature365(6447)) 
       ↓↓ 
音楽の覚醒効果でモーツアルトとは関係ない 
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リズム 
メロディー 
ハーモニー 

テンポ 
etc. 

音・音楽の要素 

初期には独立的 
に処理 

統合され 
全体の認知 

音楽演奏と脳 

楽譜を見て演奏：上頭頂小葉 
諳譜     ：左の海馬＋視覚野 
楽器操作   ：運動野 
初見演奏   ：複数情報の読み取りと短期記憶，手指の運動 
即興演奏   ：右前頭前野背外側＋帯状回皮質   

大脳の内側面にあり感情の形成と処
理、意思や行動の決定などに関連 

視覚情報を動きに
変換 聴覚情報を画像で記憶 

グループとして記憶 

聴覚イメージで手指が動く 

注意選択機能 
随意運動の開始 
扁桃体のコントロール 
etc． 

ホームページを覗いてみよう 

ZIZI-YAMA WORLD2をクリック 


